() BARR %S EHRERES REFHEMAHS
% 10 [0l PLM 73Fl%= (P14SC) Sk

1. H B 2008 45 A 13 H (k) 13:30~15:50
2. % B R D)2 ARG AR A PE 4 B 2=
3. HisH (RECHMES )

(HFEZR) BN FAE, SARRIFA, BHESE, MA, M, )T, HLH, HK,
T, mF (%), BA, AL L (e 5) H), \R, &E =
r, W, FEh, FRIR (18 44)

(KIEZEB) KA, KW, FES, e, #iE, 2, #EL (74)

(FEeIngg) w9, |, I, R GG CED

(PFEE) ik, =i

4. FfHER

EEIP14SC-10-1  FIHPLMRIa#EF& (£)
P14SC-10-2  AFIZOWT (R)
P14SC-10-3  JEEIFHFEMES, EHEZ B ~O R HWEE %
P14SC-10-4-1 HNEFEMHIZEFNLO A bfS (5)
P14SC-10-4-2 PIMEYEASLKROMEE ()
P14SC-10-5-1 #AELILA =R FE L OEDOHERER ()
P14SC-10-5-2-1 RELHA D= LE LDFE (BWR) (R)
P14SC-10-5-2-2 #ELIA B = bF LdFE (PWR) (X)
P14SC-10-6  WEFEMHHE~ORRE (5
P14SC-10-7 PLMAHESIEENZA 7 V2 —/L ()

P14SC-10-%%1 P14SC-9-2-2 PIMAEYEA TR OMEE (£)

5. g
(1) BiFEEEaRMER
%9 B PLM oAl &iEFsk (%) (P14SC-10-1) MA&GR STz,

(2) NZFE
HEERIVERES, HOZBORMENMEZ b, KIFK, BAKNEEIORES
Nz, F72, BEHK, HOKOFESME~OBRGEN AR I N, BEEEDIBE,
BRIEOERDOEBIRILIZOW L, EENEIREFEIND L o7,



(3) REWFHEMEHS, EHERE S~ RS RE
P14SC-10-3 |ZX2WC, % 9 [1] PLM &% (FilEl) LIBEOIRIA, BEHEHE LD
ST,

(4) BEFHFMAHEEZBENLD I A MR (%)

P14SC-10-4-1 & P14SC-10-4-2 |ZHSWT, RKEFHMMEZEELND D R
vhxbis (38 A, MAZE X vEH S, REEHZOWTOa X > R &BLFICR
¥
- P14SC-10-4-1 ® No.1 {22\, A bxtRmet) OHGEY, EFE R

i X720,

SRGICHR T X DEEAN 2 VNEET D,

- P14SC-10-4-1 @ No0.23 [Z2W\ T, A Y MEMRORBIZEMIZ, 10 F 2 & ORFESH

LRI 30 FFLABE M TH H Y, @A ERIRRF N EE T 554 LI AN

L,

—FEK,

- P14SC-10-4-1 @ No.61 {ZDWTC, RELA D=L F L DERE [EEORFHY
FEMELZAT00)] LML TVWDD, BEABETIZZRW), 72, [0
& ORI, KLERVOTIEL,

—RSFEEHONAL TN R DERELOTHY, THEOEEMELZAETILD TH
HWEND D,

— [EEOGFHEMEEZMAT DI EVI RIS, EVFELOELOTHDL] Z &
X, RREHTHIMERD D, 7272 L, LD FELDEMERY THEOEEEEZFTLH
D) LTSl ONWTIE, ROBETHD TRRFEBIEA D =X LFE L DROMHER
fEA e %L,mmﬁézgﬂﬁé

- P14SC-10-4-1 ® No.62 {22\ T, MBI ORESLFEZOME DOIEFL L LT,

(2T LA & TAT VAR OBEZFIRLTWDR, LS T

BURFN A E L WER S VAR BN R b 50T, TiFEM) & TRBEMPE

) LR KO TR0,

HF%U®MHJ%%%’**T5®iI%T%D REHEER TR (8

E) (ZHHTENA - SEERRER 2 S L C, AU S A B OREL(LEGIC
DONTY, TOREERZRFTOLERH D, | REDOFTLET D,

- P14SC-10-4-1 ® No.146 [ZOWTIE, FFAHE, ML & L CHiEOR# A R 7= =
AV N TIERVO D,

—HHETOa A MIFMEOREHEZ ROIZL D720, ZTO%HT, BIRKNZ2

FLEUTEE L WD TR T2 Z L 2 Matd 2 L IREL TS, £D72),
BiEARET 2 2 L FEREN T RWED, aA Y FORNFEEETDH, HE



RITnzZ G LE-b0Ths, 72770, TEHRMEE RS OFRBRIZE
fETIX Vo T, FFPREEHET D) ITEET 5,

(5) BELIMA T = AL E L DOROMBIER (R)
P14SC-10-5-1 & U P14SC-10-5-2-1, P14SC-10-5-2-2 {23\ T, ZIHEE KO
TEELVRELIEA = AL E L OROMRFE R HH I,
ZORER, WBIEXOTET U ADRIFFIEZOWTE, FREMRT L LT

-7,

WRIEEEZIToTAEEB XY, 2 A NLEOIEFEIZUTOLDTH 722 &3
raniz,

AEER Y — hOFEZXGMO~—2 (O, A, X, —) O,

- Tgl) & TERLIAN) OXBNZET 2 b0,

£, BESHEAD=ALFE LEOROBERLFBMEICIO OV TRERSH, UTDLD

RIS oT,
AERRDAN— A Th 2 @R LEITHEL, EoFEELZT-bDThHY, Bt
AT5b0THDH L,

- ZNVETO 14 BRO@EmBRFEAENMHIOMRSLCMAZENTE 22 &1L, HFEFITAE
BELEZD, $17, BREDIAD=ALFE LORITEBERE L, MEOHSDE
DEEVIHIBHTH D, 7277 L, Zhnad—AEZEFELTELT, 4%b, £E
SHTWNEZNEEZTND,

RSP A T = AL E L OROGBEMELHERT 57201013, WEL M S &2 03
N5,

K (REHA T =X L FE EDOROMRFER) OFHEMREZT T, RESHE
ANZALFELDEOFLOLHICOVWTHEZRL, UFTOAFEEVATZ &I
ol

CREELA T = AL FE L ORIT, BREHCEENEELRBFERELZ S > TTh
NAOTDDRIEE R DXMER LT D THDL Z &,

s ERRDAR—ATH 5 @B, Bo%Es2Z 020 ThY, Fiitks
HT5bDTHDH I &,

- PRAFEBROFREE & U CEEME, BEMEAHER L TS RERHD 2 L,

(6) FREFHMAMSE~OALARE ()
P14SC-10-6123 25\ C, REFHEMHSFE~OARRE (%) DEEHEF LV



S, RERA~AROFHENEZ L THRET S Z &N TRSNIZ,

(7) PLMOBRIEENAr 2 —b ()
P14SC-10-712525W T, PLMAORIESIEEI A 72—/ (L) NEREE X3
mENn, TEREINT,

6. SHBDAr Y a2—)L 5%
TRLD REFHEMAHIE~ORRE] ETORT T a—AB RSN,
+5/16 £ T : mBREZEBDO 3 A Fff
* 519 DFEDIT U : NRRETE ~REERER
+ 5/29 £T : HIEED A — ML DHFE

Uk



	（１）前回議事録確認
	第9回PLM分科会議事録（案）（P14SC-10-1）が承認された。
	（２）人事
	事務局より菅野委員，田口委員の退任が伝えられ，大崎氏，橋倉氏が委員に選任された。また，菅野氏，田口氏の常時参加者への登録が承認された。鹿島委員の退任、後任の黛氏の委員選任については、書類が届き次第審査されることとなった。
	（３）発電炉専門部会，標準委員会への中間報告結果等
	P14SC-10-3に基づいて，第9回PLM分科会（前回）以降の状況が，藤田幹事より紹介された。
	（４）発電炉専門部会委員等からのコメント対応（案）
	P14SC-10-4-1及びP14SC-10-4-2に基づいて，発電炉専門部会委員等からのコメント対応（案）が，岡本委員より説明された。本資料についてのコメントを以下に示す。
	・P14SC-10-4-1のNo.1について，「高経年化対策検討」の用語は，定義を見ないと理解できない。
	→容易に理解できる語句がないか再考する。
	・P14SC-10-4-1のNo.23について，コメント集約表の回答欄に，10年ごとの経年劣化管理は30年以降も必要であるが，高経年化対策検討が包含する旨を明記した方がよい。
	→拝承。
	・P14SC-10-4-1のNo.61について，経年劣化メカニズムまとめ表を「高度の科学的信頼性を有するもの」と記載しているが，自画自賛ではないか。また，「その理念」の記載は，必要ないのでは。
	→保守管理のバイブルとなるべきものであり，「高度の信頼性を有するもの」である必要がある。
	→「高度の信頼性を確保するという理念に基づき，とりまとめたものである」ことは，記載する必要がある。ただし，とりまとめた結果が「高度の信頼性を有するもの」となったかについては，次の議題である「経年劣化メカニズムまとめ表の確認結果」審議後に，議論する必要がある。
	・P14SC-10-4-1のNo.62について，類似材料の経年劣化事象の抽出の注記として，「ステンレス鋼」と「ステンレス鋼鋳鋼」の場合を例示しているが，鋳鋼以外では熱時効を想定しない件があり誤解を招く恐れがあるので，「炭素鋼」と「炭素鋼鋳鋼」にした方がよいのではないか。
	→「類似の材料」を明確に定義するのは困難であり，「経年劣化事象一覧表（附属書E）に最新知見・運転経験を反映して，それに基づき他材料の経年劣化事象についても，その想定要否を検討する必要がある。」などの注記とする。
	P14SC-10-4-1のNo.146については，許容値，評価値として数値の記載を求めたコメントではないのか。
	→専門部会でのコメントは数値の記載を求めたものだったが，その場で，具体的な記載は難しいため解説にて例示することを検討すると返答している。そのため，数値を記載することは要求されていないため，コメントの内容を修正する。回答案はそれを受けて記載したものである。ただし，「許容値を下回る」の表現は正確ではないので，「許容値を満足する」に修正する。
	（５）経年劣化メカニズムまとめ表の確認結果（案）
	P14SC-10-5-1及びP14SC-10-5-2-1，P14SC-10-5-2-2に基づいて，三山委員及び山下委員より経年劣化メカニズムまとめ表の確認結果が説明された。
	その結果，確認作業のエビデンスの保存方法については，学会と相談することになった。
	確認作業を行った各委員より，コメントしたのは主に以下のものであったことが紹介された。
	・作業用シートの事象区分欄のマーク（○，△，×，－）の誤記。
	・「鋳鋼」と「鋳鋼以外」の区別に関するもの。
	また，経年劣化メカニズムまとめ表の理念や客観性について議論され，以下のような発言があった。
	・作成のベースである高経年化技術評価は，国の審査を受けたものであり，客観性を有するものであること。
	これまでの14基の高経年化技術評価の成果や知見を集約できたことは，非常に有意義だと考える。また，経年劣化メカニズムまとめ表は信頼性が高く，価値のあるものだという認識である。ただし，これがゴールだとは考えておらず，今後も，充実させていきたいと考えている。
	経年劣化メカニズムまとめ表の信頼性を維持するためには，改定を継続させる必要がある。
	本議題（経年劣化メカニズムまとめ表の確認結果）の審議結果を受けて，経年劣化メカニズムまとめ表の序文の記載について再度議論し，以下の内容を盛り込むことになった。
	・経年劣化メカニズムまとめ表は，経年劣化管理が高度な科学的信頼性をもって行われるための指標となるべく作成したものであること。
	・作成のベースである高経年化技術評価は，国の審査を受けたものであり，客観性を有するものであること。
	・保守管理の指標として信頼性，客観性を維持していく必要があること。
	下記の「発電炉専門部会等への本報告」までのスケジュールが了承された。
	・5/16まで：分科会委員のコメント受付
	・5/19の週のはじめ：分科会委員へ最終案提示
	・5/29まで：最終案のメールによる審議

